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全ての地区を書き終えて

（4月30日）
男
女
計

世帯数

人　口 
7,100
7,641
14,741
7,907

前月比
-13
-8
-21
3

窪川地域 10,520人　　大正地域 2,031人　　十和地域 2,190人

男
女
計

出生
3
0
3

死亡
19
14
33

転入
26
26
52

転出
23
20
43

（4月中の届出）

町内
ぶら～り
散策

四万十町

町のうごき

次号から、休・廃校になった町内の小中学校を回顧
する「そこに学校があった」が始まります。
1校目は、この3月で休校となった昭和小学校です。

執筆者 大村 和志

特集

問われる高校の姿
生徒減の衝撃、「高校再編」…。
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生徒減の衝撃、「高校再編」…。
問われる高校の姿

特 集

　
町
内
に
あ
る
２
つ
の
県
立
高
校
。四
万
十
の
豊
か
な
自
然
と
地
域
住
民
の

温
か
さ
に
包
ま
れ
、こ
れ
ま
で
地
域
の
未
来
を
担
う
若
者
を
数
多
く
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
今
、生
徒
数
の
減
少
と
い
う
現
実
が
、こ
の
学
び
舎
の
存
続
に
静

か
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。両
校
の
入
学
者
数
が
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
、「
高
校
再
編
」に
よ
っ
て『
統
合
』や『
分
校
化
』も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
す
。

　
地
域
の
未
来
を
担
う
若
者
の
学
び
の
場
を
守
り
、地
域
の
活
力
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、こ
の
問
題
を
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
捉
え
、私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、行
動
す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

15
年
以
上
続
く
、定
員
割
れ
の
衝
撃

　
人
口
減
少・少
子
化
は
、地
域
活
動
の
停
滞
や
産
業
の
担
い

手
不
足
を
招
き
、中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
地
域
社
会
を
持

続
す
る
上
で
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
そ
の
影
響
は
、町
内
に
あ
る
２
つ
の
県
立
高
校
の
存
続
に
も

及
ん
で
い
ま
す
。窪
川
高
校
、四
万
十
高
校
と
も
に
80
名
の
入

学
定
員
に
対
し
、令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
入
学
者

数
の
平
均
値
は
、窪
川
高
校
で
26
名
、四
万
十
高
校
で
20
名
と

大
き
く
定
員
を
割
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、両
校
で
は「
高
校
魅
力
化

コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
」や「
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
」を
配

置
し
、小
規
模
校
な
ら
で
は
の
魅
力
・
特
色
を
生
か
し
た
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
四
万
十
高
校
で
は「
地

域
み
ら
い
留
学
」に
も
参
画
し
、全
国
か
ら
の
入
学
者
の
受
け

入
れ
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は「
四
万
十
町
通
信
令
和

７
年
１
月
号
」参
照
。）

　
高
知
県
教
育
委
員
会
は
令
和
７
年
３
月
、令
和
７
年
度

か
ら
14
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
県
立
高
校
の
在
り
方
を
示

し
た「
県
立
高
等
学
校
振
興
再
編
計
画
」を
策
定
し
公
表
し

ま
し
た
。

今
後
の
社
会
を
見
据
え
て
進
む

高
校
改
革…

　
少
子
化
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、県
立
高
校
の

在
り
方
や
教
育
活
動
を
再
編
・
振
興
し
て
い
く
た
め
に
策
定

さ
れ
た
こ
の
計
画
。深
刻
化
す
る
生
徒
数
の
減
少
へ
の
対
応

と
し
て
、学
校
の
統
合
や
定
員
の
削
減
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
掲
げ
ら
れ
た「
努
力
目
標
」を
実
現
で
き
な
い
場
合
、統
合

や
分
校
化
と
い
っ
た
再
編
が
検
討
さ
れ
る
高
校
改
革
。こ
の
ま

ま
で
は
本
当
に
私
た
ち
の
町
か
ら
高
校
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
の
未
来
を
左
右
す
る

高
校
の
存
廃

　
地
域
に
高
校
が
無
く
な
れ
ば
、生
徒
た
ち

は
限
ら
れ
た
選
択
肢
の
中
で
進
路
を
選
ば

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
他
の
地
域

へ
の
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
、保
護

者
も
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
に
転
居
し
て
い

く
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
若

い
世
代
の
流
出
は
、町
の
人
口
減
少
を
加
速

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、地
域
の
未
来
を
担
う

大
切
な
人
材
の
減
少
に
も
直
結
し
ま
す
。

地
域
の
中
で
成
長
す
る

高
校
生
の
姿

　
地
域
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
両
校

で
は
、生
徒
た
ち
が
育
て
た
花
や
野
菜
を

「
販
売
実
習
」と
し
て
、地
域
イ
ベ
ン
ト
や
生

徒
た
ち
が
街
を
歩
い
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

５
月
12
日
に
行
わ
れ
た
窪
川
高
校
３
年
生

の
実
習
で
は
、12
名
の
生
徒
が
３
班
に
分
か

れ
て一輪
車
に
花
を
積
み
街
へ
。

　
至
る
所
で
地
域
の
方
に
呼
び
止
め
ら
れ
、

花
は
売
れ
て
い
き
ま
す
。「
暑
い
け
ど
頑
張
っ

て
売
り
よ
」と
声
を
掛
け
ら
れ
、笑
顔
で「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
女
子
高
生
。足

が
不
自
由
な
高
齢
の
女
性
に
は
、「
家
ま
で

持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
か
」と
尋
ね
、「
悪
い

ね
、じ
ゃ
あ
お
願
い
」と
。そ
ん
な
地
域
の
方

と
の
会
話
が
続
き
ま
す
。

　
街
に
出
て
地
域
の
方
と
会
話
す
る
中
で
、

生
徒
た
ち
は
教
科
書
や
教
室
で
は
学
べ
な
い

「
地
域
と
の
関
わ
り
」を
体
感
し
、成
長
し
て

い
る
の
で
す
。

● 県立高等学校振興再編計画（R7～R14年度）

生徒数確保に向けた「努力目標（案）」

①入学者数
　窪 川 高 校：41人以上
　四万十高校：25人以上（※1）
　※1…他地域よりも地元中学生が少ない高校は個別設定
②地元中学校からの進学割合
　窪 川 高 校：50％以上
　四万十高校：70％以上（※2）
　※2…連携型中高一貫教育校は70％以上
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●町内高校の入学者数（単位：人）

●町内高校の町内中学校からの進学率（単位：％）

窪川高校 四万十高校

窪川高校 四万十高校

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H30 Ｈ31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

「存続」できるように、
精いっぱい応援していきたい！

四万十高校同窓会 会長
い く お

門脇 郁夫 さん

　四万十高校は教育体制が充実しており、生徒一人一
人がさまざまな活動に参加できるなど、小規模校なら
ではの強みがあります。しかし、子どもたちが充実した
学生生活を送るためには、一定の生徒数が必要なのも
事実です。近年、「地域みらい留学」の効果もあり県外
からの入学者もいます。この学校を目指して来てくれる
生徒がいる限り、学校が存続できるよう精いっぱい応
援していきたいです。

優先すべきは、
子どもたちと地域の「未来」！

窪川高校同窓会 会長
こ う た

佐竹 孝太 さん

　町内に高校が無くなれば、当然、通学費や通学時間
といった負担は大きくなります。だからと言って「地元に
高校を残そう」という議論でもないと感じます。大切な
のは「地域の子どもたちのために、地域の未来のため
にどうあるべきか」を考えることです。時代の変化を受
け入れつつ「温故知新」のもとで、高校の思いや地域の
声を尊重しながら、新しい形を共に考えていく姿勢が
求められているのかもしれません。

③2025.05.27　i　校了後シャドー調整

四万十町通信ー令和7年6月号四万十町通信ー令和7年6月号 23



P04P05

中学生の声

窪川中 2年生
ゆくも

𠮷村 至雲 さん
大正中 2年生

ゆうしん

横山 優心 さん
十和中 3年生

めい

久原 明 さん

進路先は
部活動と学校環境で決める！
　中学卒業後の進路は、まだ決め
ていません。部活動が強い高校へ行
きたいので、どうしても町外の高校に
なってくると思います。　
　小学生の時、私の学年は１人しか
いませんでしたが、中学校でたくさん
の友達ができました。もし地元高校
の部活動が強くて、生徒数も多く新
しい友達がつくれるのなら進学を考
えるかもしれません。

不安はあるけど、
やりたいことに挑戦！
　ソフトボールで上を目指したいの
で、県外の強豪校も含めて進路を考
えています。厳しいレギュラー争いの
中で、自分を試してみたい。大きな高
校に行くことや親元を離れることに
は、少し不安はありますが、やりたい
ことに挑戦してみたい気持ちの方が
強いです。それに今までとは違った
人間関係の中で、高校生活を送って
みたい気持ちもあります。

母のような
看護師になるために！
　幼い頃から看護師である母に憧
れ、気付けば私も看護師を目指すよ
うになっていました。中学卒業後は、
５年一貫の看護科がある高知市内
の高校への進学を考えています。
　今、3年生は7名しかいませんが、
生徒数が多い大きな高校への不安
はありません。それに今までずっと
「運動会」だったので、大人数で行う
「体育祭」にも憧れます。

保護者の声

窪川中 1・3年生
保護者

ひでかず

森本 英和 さん

大正中 2年生
保護者

ゆうじ

谷脇 祐二 さん

十和中 2年生
保護者

みつひろ

森田 充浩 さん

地元高校で完結できれば
それが一番！
　子どもたちには高校卒業後の進
路まで考えて、より選択肢が多い道
を選んでほしいです。先月号の広報
紙を見て、町内高校でも町外校と同
等レベルで進学できていることを知
りました。こういった情報をもっと周
知していけば、地元高校も子どもた
ちの選択肢の１つになってくるはず
です。町外高校への進学は何かと負
担が大きいので、地元高校で完結
できるのであればそれが一番です。

母校には存続してもらいたいが…。

　私が四万十高校に通っていた頃
は、今よりももっと生徒が多く、先輩
や仲間と過ごしたたくさんの思い出
があります。時代の流れとはいえ、母
校が存続の危機にあるのはやはり
寂しいです。
　四万十高校には、小規模校ならで
はの良さがあるし、大きな高校に行
けば視野も広がり成長できるのも事
実です。大切なのは子どもの気持ち
を優先してあげることですかね。

子どもの入学で地元高校の良さを実感！

　この春、長男は四万十高校を卒
業し県外の希望大学へ。長女は情
報処理を学ぶため高知市内の高校
へ進学しました。私も大正高校ＯＢで
すが、普通科へ行くなら地元高校を
お勧めします。小規模校ならではの
手厚いサポートや「じゆうく。」の支
援などもあり、得られるものが大き
い。今は給食もあり、家から通えて親
も安心。地元ＣＡＴＶ放送で高校生活
の様子が分かるのもいいですね。

　「再編計画」では、今年度から令和９年度までの３年間の取り組みや実績、令
和10年４月の入学者数などを基に、「統合」「分校化」といった今後の高校の
在り方が検討されることとなっています。人口減少・少子化がさらに加速
する中、定員割れが常態化している両校にとって、再編への切迫感は
高まっています。
　地元中学生の進路希望も多様化しており、入学者数を増加さ
せることは容易なことではありません。ただ、町内で高校生
活を送る今の生徒たちに私たちができることはあるはず
です。通学中の生徒への声掛けや学校行事への参加
など、生徒と関わりを持つことで、生徒たちはそれ
ぞれに「地域」を感じ成長していきます。
　これこそ、高校３年間という人生において
重要で多感な時間を、地元高校を選択して
くれた生徒たちに、私たち大人が「今」
できることではないでしょうか。

窪川高校

花がもたらす高校生との交流！

窪川高校の玄関前では、セン
パフローレンス（1鉢80円）・
球根ベゴニア（1鉢800円）を
販売しています。生徒たちが
育てた花を購入し、皆さんも
生徒たちとの会話に花を咲か
せましょう♪
※販売は平日の学校開校時のみ

四万十高校

地元事業者とコラボした商品開発！

今年度は総合的な探究の授
業で、町内事業者と連携して
「ふるさと納税」の返礼品開
発に挑戦しています。
商品や体験メニューの開発
を通して、地域活性化につい
て学んでいきます。

お問い合わせ先 ／人材育成推進センター　☎22-3163

中学生が見つめる未来、

保護者が願う想い。

関わりの中で、生徒は地域を愛し、未来へ羽ばたく。

③2025.05.26　i
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「しまんと酒蔵マルシェ」盛況

「よいしょ、よいしょ、よいしょ！」の掛け声で鏡開き

仁井田米を使った純米酒「窪川」の誕生を記念し「第1回し
まんと酒蔵マルシェ」が4月20日、文本酒造で行われました。
新銘柄の発売をきっかけに地域を盛り上げようと企画したも
ので、地域活性化に取り組む「しまんと街おこし応援団」も加わ
り、地域と酒蔵が協力して開催。来場者らは購入したからあげ
などをつまみに、日本酒の味わいを楽しんでいました。
また「窪川」の鏡開き後には、祝い酒が来場者に振る舞われ
たほか、子どもたちによる餅投げなども行われ、酒蔵周辺はに
ぎわいを見せていました。

道の駅四万十大正「ふるさと市」開催

立ち寄った観光客や帰省客を地域住民がもてなした

観光や帰省で四万十町を訪れた方々に楽しんでもらう「ふる
さと市」が4月29日、道の駅四万十大正で開催されました。
毎年観光客が増えるこの時期に行っているもので、町民と観
光客とのふれあいの場として道の駅を活用し、四万十の大自然
を楽しんでもらうイベントとなっています。
初夏の日差しの中、地域の方がスイーツや総菜、地酒などを
販売。他にも木工体験や地元中学・高校生合同のジャズ演奏、
四万十川とどろき太鼓による迫力ある演奏もあり、立ち寄った
方々を楽しませていました。

大満足「よってこい四万十」

約500匹のこいのぼりの下、家族連れでにぎわった

四万十町の春の風物詩「四万十川のこいのぼりの川渡し」。
約500匹のこいのぼりが上空を泳ぐこいのぼり公園で5月3日、
「第22回よってこい四万十」が盛大に開催されました。
毎年ゴールデンウィーク期間中に開催されるこのイベントは、
県外から訪れる来場者も多く、今年も家族連れやツーリング仲
間などでにぎわいました。
会場に設置された釣り堀ではあめご釣り体験が楽しめ、ふわ
ふわ遊具などのアトラクションも大人気。来場者は上空を優雅
に泳ぐこいのぼりを眺めながら、春のひと時を楽しんでいました。

十和小学校・十和中学校　校名変更式
今年度から昭和小学校と統合した十川小学校。校名が新た
に「十和小学校」へと変更され、隣接する十川中学校も「十和
中学校」へと改名されました。4月10日、その両校の校名変更式
が十和中学校体育館で行われました。
式典には、児童・生徒、教職員のほか、保護者や地域住民ら
約150名が出席。新しい校旗の授与や、作詞・作曲を手掛けた
地元出身の音楽家、中岡太志さんが新しい校歌も披露しました。
十和地域唯一の小中学校として、これからも地域と共に、新
たな歴史を刻んでいきます。学校関係者や地域住民らで新たな歴史の始まりを祝った

四万十町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の皆さまへ
８月１日からの健康保険証についてのご案内

四万十町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入の皆さまへ
８月１日からの健康保険証についてのご案内

お手元にある保険証の有効期限は、最長で令和7年 7月31日までとなっています。
現在、マイナンバーカードでの保険証利用（マイナ保険証）を基本とする仕組みに移行

しています。今年度は申請不要で『資格情報のお知らせ』または『資格確認書』を送付します。

送付時期
７月下旬
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【お問い合わせ先】
町民課　📞📞２２-３１１７　　大正町民生活課　📞📞２７-０１１２　　十和町民生活課　📞📞２８-５１１２

国民健康保険の方（74歳までの方）

送付されるもの  資格情報のお知らせ（A4サイズ）

マイナ保険証をご利用ください。
「資格情報のお知らせ」は、ご自身の資格情報などを記載したもので、マイナ
保険証が利用できない病院などにマイナンバーカードと併せて提示します。

以下の方は、申請をしていただくことで、資格確認書（カード型）
を交付します。

　●マイナンバーカードを紛失または更新中の方
　●マイナ保険証での受診が困難な方
　　・施設入所中や長期入院中の方
　　・高齢の方や障がいをお持ちの方などで補助が必要な方など

　●マイナ保険証の利用登録を解除する方

後期高齢者医療保険の方（75歳以上の方*）
※65歳から 74歳の一部の方は、後期高齢者医療保険に加入しています。

送付されるもの  資格確認書（カード型）
従来の保険証と同様に利用できるカード型の証明書です。

マイナ保険証または
資格確認書をご利用ください。

送付されるもの  資格確認書（カード型）
従来の保険証と同様に利用できるカード型の証明書です。
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建設課　📞📞22-3120お問い合わせ先

変わります！「木造住宅の耐震化」 お知らせ

「四万十町住宅耐震化促進事業補助金」の変更点
をお知らせします。

《変更点》
①耐震診断の自己負担が無料に！
　　3,000円 ➡ 無料
※昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅
を所有している方が、手軽に家の耐震性を確認
できるようになりました。

②耐震診断が省略可能に！
※耐震工事を計画している方が、迅速に耐震設計、
耐震工事を行うことができるようになりました。

※詳細については四万十町ホームページをご確認く
ださい。

危機管理課　📞📞２２-３２８０お問い合わせ先

台風などの豪雨時の避難先 お知らせ

台風や線状降水帯などにより、豪雨災害などの危
険性がある場合、町では次の避難所を開設します。事
前に最寄りの避難所を確認のうえ、「いつもと違う」と
感じた場合は、早めに避難するようにお願いします。

　キーワード「垂直避難」
・夜間の激しい降雨など、避難所への移動が困難な
場合は建物の2階以上に避難！
・土砂災害の恐れがある場合は、山側と反対側の部
屋へ移動し、窓ガラスには近づかない！

【豪雨時の避難所一覧】

※避難時はマスクやタオル、スリッパなどを各自、持参してください。

窪川地区

大正地区

十和地区

農村環境改善センター
集落活動センター仁井田のりん家
米奥小学校
東又基幹集落センター
興津小学校
志和コミュニティセンター

大正地域振興局
大正北ノ川多目的集会所
十和地域振興局
十和隣保館

「特別弔慰金」請求手続き開始 お知らせ

今日の日本の平和と繁栄の礎となった戦没者の尊
い犠牲に、国として改めて弔意を表すため、戦没者の
ご遺族に「特別弔慰金」が支給されます。
戦没者の死亡当時のご遺族で、令和7年４月１日時
点で、公務扶助料や遺族年金を受ける方がいない場
合に、「第12回特別弔慰金」として額面２7万5千円、
５年償還の国庫債券が支給されます。

お問い合わせ先

健康福祉課　　　📞📞22-3115
大正町民生活課　📞📞27-0112
十和町民生活課　📞📞28-5112

●請求期限（四万十町）
～令和10年3月31日まで
※請求期限を過ぎると請求できませんの
　で、ご注意ください。

令和7年4月分からの年金額の引き上げについて

４月分（6月13日支給分）からの年金額が決定しました。令和6年度比で、1.9%の引き上げとなります。

※480か月分の保険料を納めた場合の満額。
　納付済月数によって金額の変更があります。

※別途、子の加算を受けられる場合あり

お知らせ

●老齢基礎年金額（年額）

●障害基礎年金額（年額）
障がいの程度

1級

1,039,625円

1,036,625円

831,700円

829,300円

障がいの程度
2級

昭和31年4月2日
以後生まれの方
昭和31年4月1日
以前生まれの方

昭和31年4月2日以後生まれの方

昭和31年4月1日以前生まれの方

831,700円

829,300円

高知西年金事務所　📞📞088-875-1717
町民課　　　　　　📞📞22-3117
大正町民生活課　　📞📞27-0112
十和町民生活課　　📞📞28-5112

お問い合わせ先

●受給要件
●申請に必要なもの

●申請期限

生計を共にする方全員が令和６年分の所得税が非課税であること。

・更新申請書
・生計状況に関する調査票
・受給者全員の医療保険の資格情報が確認できるもの
※詳細は6月上旬に発送した「通知文書」を参照
６月３０日（月）
※未申請の方や過去に申請が却下された方
も、今回の受給要件を満たせば助成を受け
られます。申請期限までに申請をしてくだ
さい。

ひとり親家庭医療費受給者証の更新

６月は「ひとり親家庭医療費受給者証」の更新申請期間です。
引き続き、助成を受けるためには申請書の提出が必要です。

お知らせ

町民課　　　　　📞📞22-3117
大正町民生活課　📞📞27-0112
十和町民生活課　📞📞28-5112

お問い合わせ先

個人町・県民税の納税通知書を発送します

令和７年度個人町・県民税の「納税通知書」を６月10日（火）に発送します。
納期限までに納付をお願いします。

お知らせ

税務課　📞📞22-3116お問い合わせ先

●納期限 １期　６月30日（月）
２期　９月１日（月）
３期　10月31日（金）
４期　12月25日（木）

人材育成推進センター　☎22-3163

お問い合わせ先

　会議や話し合いの場で、参加者からの発言がなく
困ったことはありませんか？楽しい会話の中からさま
ざまな意見を引き出すスキルを学ぶ「町民ファシリ
テーター養成講座」を全８回の日程で開催します。見
学だけでも構いませんので、皆さまぜひご参加くだ
さい。詳細は町ホームページをご確認ください。

町に楽しい対話の文化を
「ファシリテーター養成講座」参加者募集

募　集

●日　時
●場　所

６月28日（土）9：30～
役場東庁舎１階多目的大ホール

1回目
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子育て通信
日　時内　容 場　所 お問い合わせ

6月11日(水)
7月  9日(水)

4か月児・7か月児健診 窪川地域子育て支援センター

6月18日(水)

対象者に個別通知

１歳6か月児健診 四万十町役場本庁東庁舎

四万十町役場本庁東庁舎

健康福祉課
☎22-3115

健康福祉課
☎22-3115

十和町民生活課
☎28-5112

健康福祉課
☎22-3115

6月19日(木) 十和地域子育て支援センター  9：30～11：30

7月  2日(水)

7月  1日(火)

窪川地域子育て支援センター10：00～12：00
赤ちゃん相談

日　時内　容 場　所 お問い合わせ

影野町民会館  8：30～10：30

  8：30～10：30

  8：30～11：00

6月25日(水)

健康検査・がん検診

○若者健診　○特定健診
○後期高齢者健診
○胃がん検診　○大腸がん検診
○前立腺がん検診
○結核・肺がん検診（10：15まで）

仁井田町民会館13：00～14：30

○若者健診　○特定健診
○後期高齢者健診
○大腸がん検診
○前立腺がん検診　○結核・肺がん検診
※胃がん検診はありません

子宮頸がん検診
乳がん検診

毎年6月は「食育月間」です。食事において大切なことは、味付けや栄養バランス、彩りなど
いくつかあります。その中で忘れてはいけないのが、「食事を楽しむ」ことです。誰かと一緒に
食事をすることで、楽しく、より一層おいしく感じることはありませんか？
家族や友人と一緒に食事をすることを「共食」といいます。家族や仲間の笑顔があふれる食卓

は、おいしさも倍増！

毎食は難しくても、朝食や休日など家族がそろいやすい時間には、
家族みんなで食べることを意識しましょう。また、一緒に食事をとる
だけでなく、食事の準備や一緒に後片付けをすることも「共食」に含
まれます。皆さんの暮らしに合う形で、家族で食事を楽しむ「共食」
の機会を増やしましょう。

食事をもっと楽しく！

【お問い合わせ先】健康福祉課　☎22-3115

四万十町国保大正診療所　山本翔平・大川剛史

　骨粗しょう症は気付かないうちに進行しています。
「ちょっと転んだだけなのに骨折した…」　若い時は転んでも打撲ですんだはずなの
に、50代に差しかかった頃からは骨折してしまうことも珍しくありません。それは骨粗し
ょう症によって、骨がもろくなってきている可能性が高いのです。特に女性は50代以降、
新しい骨作りに深く関わっている女性ホルモンの分泌量が減少してきます。そのため骨密
度が低下し、骨粗しょう症のリスクも高まってしまうのです。
　また、骨粗しょう症は気付かないうちに進行していることが多く、骨密度の検査を受け
る人も多くないのでなおのことです。仮に骨密度の低下が進み何の対策もしなければ、転
んだ際に骨折したり、腰痛だと思って病院に行くと実は圧迫骨折をしていたりということ
も少なくありません。
50歳以上の女性の約4人に１人が骨粗しょう症？　骨折のリスクは、骨密度によっ
ておおよそ把握できます。20~40代の平均骨密度の70％以下になると、骨折のリスクが
大きい骨粗しょう症と診断されます。ちなみに同年代の平均値だからといっても、決して
安心できません。
　実際、加齢とともに骨粗しょう症による骨折リスクは高まります。推定では骨粗しょう
症の患者は1500万人を超えているといわれ、実に50歳以上の女性の約4人に1人が骨粗し
ょう症ともいわれています。
男女問わず早めの対策を　骨粗しょう症は女性に多い病気ですが、男性も決して無縁で
はありません。女性と比べると、男性は骨格が大きく、骨も太いため、骨量の貯蓄も多く
あります。しかし、男性も60代頃から骨量が減少していき、それに伴い骨粗しょう症の危
険性が高まってくるのです。また、糖尿病や高血圧症などの生活習慣病は骨粗しょう症の
要因となるため、男女ともに気を付けたいものです。骨粗しょう症による骨折を防ぎ、い
つまでも健康で過ごすためにも、男女問わず、早めの対策が必要であることは間違いあり
ません。
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ステロイドを正しく使おう

どうぞ、気軽にご相談ください。

月の無料健康相談日

日

6
15 （日）、 です。日29 （日）

［お問い合わせ先］
調剤薬局技術センター
薬剤師　高橋　弘季
２2-1000☎

ステロイド外用薬は、湿疹や皮膚炎の治療に欠かせない薬です
が、誤った使い方をすると効果が低下し、副作用を招くこともあり
ます。適量を正しく塗ることが重要です。塗る量の目安は、指先か
ら第一関節までの量です。塗る際は皮膚を清潔にした後、薬を優
しく伸ばしましょう。強くこすると肌を刺激してしまうため注意が
必要です。
「ステロイドは危険だからすぐやめるべき？」という誤解もあり
ますが、正しく使えば安全です。急にやめるとリバウンドが起こる
こともあります。また部位や症状によって適切なものを選ぶ必要が
あるため、以前使った薬を再び使う場合は医師や薬剤師にご相談
ください。

家族や友人と
コミュニケーションを
とることができる

食事作法を
身に付けることが

できる
栄養バランスの
よい食事ができる

など

「共食」にはさまざまな良いことがあります。
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໐休日水道修理当番໐休日在宅当番医

15(日)
22(日)
29(日)

6(日)

月　日 医院名 電話番号

6
月

7
月

☎22-1111くぼかわ病院

14(土)

15(日)
21(土)
22(日)
28(土)
29(日)
5(土)
6(日)

月　日 業者名 電話番号

6
月

7
月

桑原水道
横山水道設備
岩本商店
日化住宅機器
宮脇水道
高橋設備
桑原水道
横山水道設備

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

໐無料相談（秘密厳守です。）　

大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。
大正 地域振興課　☎27-0111
十和 地域振興課　☎28-5111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。

22-1163
22-3608
22-2716
22-0407
22-1581
22-0662
22-1163
22-3608

定期購入に関するトラブルの相談が、高知県内においても増加しています。

「1回目90％ＯＦＦ」、「初回実質0円（送料のみ）」といったように、通常価格より低価格で購入できると広告し
ながら、実は「定期購入」が条件となっていたというものです。

「解約しようとすると、差額の支払いを求められた」「うまく解約手続きができない」
「定期縛りなしの記載があったが、申込時に定期購入となっていた」
といった事例があります。

　①契約条件の細部の確認
　②販売業者の情報や評判の確認
　③最終確認画面の確認と保存

電話での注文時には、不要な商品を購入したり、
意図しない「定期購入」の契約にお気を付けください。 にぎわい創出課　☎22-3281お問い合わせ先

「定期購入トラブル」にご注意！ お知らせ

経営者の皆さん、60歳になったら準備を!

事業の拡大を目指す経営者の皆さん、起業・創業を希望される皆さんへ

　事業承継の取り組みは、後継者の育成も含めると５年から10年かかるといわれており、早期かつ計画的
な取り組みが必要です。経営者の皆さん、60歳を過ぎたら準備を始めましょう。
　まずは、事業承継に関する公的な無料相談窓口である「高知県事業承継・引継ぎ支援センター」やお取
引金融機関、顧問税理士などにご相談ください。
　専門家のサポートを受けながら、県の補助金や融資制度などの支援制度を活用し、徐々に事業を引き
継いでいくことをお勧めします。

　高知県では中山間地域の事業を引き継ぐ方に対して、事業の買収費用、事業承継後の取り組みにかかる経
費、事業を引き継ぐための研修中の生活費の補助など、さまざまな支援策で事業承継を応援しています。
　また、中山間地域で事業引継ぎを行った買い手に対して給付金を支給することで、事業承継を後押しして
います。
　補助金、奨励給付金を利用することで費用負担を抑えて事業を引継ぐことが
できますので、活用をご検討される方は、「高知県事業承継・引継ぎ支援セン
ター」または「高知県経営支援課」へご相談ください。

高知県商工労働部経営支援課（事業承継担当）　☎088-823-9697お問い合わせ先

「事業承継」の準備は進んでいますか？ お知らせ

「定期購入トラブル」とは…

補助金、奨励給付金および融資制度の詳細はこちらから

事業承継に関する無料相談窓口

インターネットで注文する際は、次のことに注意してください

トラブルの例

　生き物を飼う責任を持ち適切に飼いまし
ょう。犬の登録（一生に１度）と狂犬病予防
注射（毎年１回）は、「狂犬病予防法」に定
められた飼い主の義務です。注射を怠った
場合は20万円以下の罰金刑が科される場
合もあります。

犬・猫の飼い方について

【お問い合わせ先】 環境水道課 　☎22-3119

十和地域振興局 2階 第2会議室13：00～15：00 十和 十和地域振興課 ☎28-511112(木)6
月

大正地域振興局 2階 小会議室10：00～12：00 大正 大正地域振興課 ☎27-0111

8(火)7
月 農村環境改善センター 2階 第1会議室10：00～15：00 窪川 総務課 ☎22-3111

【窪川】行政相談員　森　英真【大正・十和】行政相談員　山本　安弘1日行政相談

令和7年度
入札結果（令和７年4月実施分）について
入札結果は、町ホームページにて
確認することができます。
また、右の二次元コードから
読み込むことも可能です。

正社員募集中
　高知県事業承継・引継ぎ支援センター　TEL：088-802-6002

■ 給与　　　月給18～22 万円（経験者優遇）
□ 仕事内容　総務職全般
　 ●システムへの入力事務（経理ソフト）
　 ●各種書類の作成・受注業務処理・官公庁へ
　 　の提出書類作成
　 ●電話対応及び来客対応・その他付随する業
　 　務全般(雑務も含む)
■ 勤務地　　高岡郡四万十町北琴平町
□ 勤務時間　週5日  8：30～17：15
■ 休日　　　週2日（土・日・祝日）
　　　　　　＊ＧＷ  ＊夏季休暇  ＊冬季休暇
□ 待遇　　　雇用・労災・健康・厚生
■ 応募条件　年齢  45歳以下
□ 応募先　　TEL：0880-22-3795
　　　　　　（採用担当：山中）
　　　　　　※お電話お待ちしております！

月　日 時　間 地域 場　　所 電話番号
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四国電力からダム・取水堰の
放流について お知らせ

今年も出水期に入り、集中豪雨や台風の発生する
シーズンとなりました。
四万十川上流の津賀ダム（古味野々ダム）および
佐賀取水堰（家地川えん堤）では、出水に備え、設備
の点検・整備を行い、事故の未然防止に努めていま
す。
ダム・取水堰から放流する際は、警報車およびサ

イレンでお知らせします。放送などを聞いた時は、
●特にお子さまが川の方へ行っていないか 
●舟や荷物などは大丈夫か 
今一度確認を行って、水による事故や災害の防止

に十分ご留意ください。また、沈下橋を通行する場
合は、特に安全を確認するようにしてください。

周知・警報方法

１．警報車による周知
放流開始の約３０分前にダム・取水堰を出発し、下
流に向かって順次お知らせします。

２．サイレンによる警報
①放流開始の３０分前にサイレンの吹鳴を始め、
以下順次吹鳴します。
②津賀ダムからの流入量が、毎秒「７７０トン」およ
び「３８７０トン」になった時もサイレンを吹鳴し
ます。
③ダムからの放流量が著しく増加すると予想され
た時もサイレンを吹鳴します。

サイレンの吹鳴方法 
（１分間吹鳴） （15秒休止） （１分間吹鳴）

◎ダム放流量などの情報は、フリーダイヤルで確
認することができます。
　☎（フリーダイヤル）０１２０-２７-５４３０

《アナウンス内容》
　・津賀ダム放流量 
　・佐賀取水堰放流量 
　・昭和測水所水位 

松葉川地域「農家支援住宅」入居者募集

⑥05.27　⑤05.26　④05.22　③05.21　②05.18　Y　①2025.05.15　Y

●募集住宅

●申込期限
●必要書類

●その他

●申込書配布場所

6月30日（月）必着
入居申込書・住民票・完納証明・納付状況
調査同意書・所得を証明する書類など
①申し込みは、1回の募集において1世帯
につき1通に限ります。
②入居資格、申込方法などについては建
設課までお問い合わせください。

建設課、大正・十和地域振興局、
興津出張所

町営住宅 入居者募集

団地名
黒石第3団地（公営）
コーポしまんと1号棟（公営）
江師第1団地（公営）
今成団地（公営）
昭和井ノ上団地（定住）

2DK
4LDK
2DK
3DK
1LDK

1戸
1戸
1戸
2戸
1戸

間取り 募集戸数

団地名

米奥団地 2戸 米奥1983番地6・7

募集戸数

木造平屋建

構造

3LDK

間取り

93.13㎡

床面積

36,000円／月

家賃所在地

建設課　☎22-3120お問い合わせ先

建設課　☎22-3120お問い合わせ先

募　集

●入居条件

●入居期間
●募集・受付期間

●必要書類
●申込書配布場所

次の条件をすべて満たす方
（1）本町で自営就農する方（兼業農家を含み、耕作面積が30a以上または農産物の年間販売金額が
　  50 万円以上を目標とする方）または本町に所在する農業法人などで雇用就農する方
（2）自治会活動、その他の地域活動に積極的に参加する意思がある方
（3）現に住宅に困窮していることが明らかな方
（4）本町に納付すべき公租公課が完納している方
（5）入居しようとする世帯員が暴力団員でないこと
入居から3年間

6月10日（火）～6月30日（月）
申込書・住民票・納付状況調査同意書・課税証明書

建設課、大正・十和地域振興局、興津出張所

　過疎対策事業債などの支援措置を幅広く活用し、
健全で持続可能な行財政運営を推進するため、「四
万十町過疎地域持続的発展計画」の変更を行います
ので、皆さまからのご意見を募集します。
●意見公募の案件名

●意見公募期間

●資料の閲覧方法

●意見の提出方法

四万十町過疎地域持続的発展計画の変更について

６月13日（金）～７月4日（金）

（１）閲覧所での閲覧
①本庁１階閲覧所、②大正地域振興局１階閲覧所、
③十和地域振興局１階閲覧所、④興津出張所閲覧所
（２）町ホームページでの閲覧

（１）意見箱による投函
（２）郵送の場合
　  〒786-8501  四万十町琴平町16-17
　  四万十町役場　企画課宛
（３）ＦＡＸの場合／22-3123　
（４）直接提出の場合／役場企画課へお越しください。
（５）電子メールの場合
  　103080@town.shimanto.lg.jp

「四万十町過疎地域持続的発展
  計画の変更」に関わる意見公募

企画課　☎22-3124お問い合わせ先

募　集

募　集

お問い合わせ先

四国電力株式会社
　津賀ダム管理事務所　　☎２７-５３１４
　佐賀取水堰管理事務所　☎２２-００６９

申込・お問い合わせ先

須崎税務署　総務課　☎0889-42-2363

※詳しくは国税庁
 ホームページをご覧ください。

●受験資格

●インターネット申込受付期間

●第１次試験日

１ 令和７年４月１日において高等学校また
は中等教育学校を卒業した日の翌日か
ら起算して３年を経過していない方、お
よび令和８年３月までに高等学校また
は中等教育学校を卒業する見込みの方

２ 人事院が１に掲げる方に準ずると認める方

６月13日（金）9時～６月25日（水）「受信有効」

９月７日（日）

「令和7年度国家公務員税務職員
  採用試験」受験申込開始 募　集

税務職員 検索

　今年度、10月1日を基準日として全国一斉に「国勢
調査」が実施されます。実施にあたり、四万十町では
調査員として協力してくださる方を募集しています。
●主な仕事内容

●業務期間（任命期間）

●申込方法

・調査員向け説明会への出席
・担当する調査区内の世帯を訪問し、協
力依頼や調査書類の配布など
・調査書類の回収および点検・整理後に
町に提出

８月上旬～11月上旬の約３か月間
お電話で下記までお申し込みください。

未経験者歓迎！
「国勢調査」調査員募集

企画課　☎22-3124申込・お問い合わせ先

募　集
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町の取り組みや
地域資源映像を配信

Instagram

＃しあわせしまんとせいかつ
で町内の魅力を配信

四
万
十
町
の
魅
力
を

LINE

地域の情報や
災害情報を配信

YouTube

発
信
中
！

note

町内の飲食店や
地域の取り組みを配信

こうち男女共同参画センター「ソーレ」
☎088-873-9100

申込・お問い合わせ先

　四万十町の男女共同参画推進に関する事項につ
いて審議していただく委員を募集します。

●任　期
●募集人数
●応募資格
●応募方法

●応募用紙配布場所

●応募期限

２年（令和７年８月～令和９年７月）
若干名
町内在住の18歳以上の方
応募用紙に必要事項を記入のうえ、町民
課までご提出ください。

町民課、大正・十和地域振興局町民生活課
※町ホームページでもダウンロードでき
ます。

６月２７日（金）17時必着

みんなが輝く未来を！
「男女共同参画推進委員」募集

町民課　☎22-3117申込・お問い合わせ先

募　集

　宿毛市在住で濱中建築2代目の大工、濱中伸也さ
んの「組子細工作品展」が現在、古民家カフェ半平で
開催中。濱中さんは令和3年に『土佐の匠』に認定さ
れた組子細工職人で、昨年の宿毛市展で大賞を受
賞。今回はそれらの作品をはじめ、大小25点ほどを
展示。繊細で細かい作業の組子細工の作品を、ゆっく
りとご覧ください。
●時　間
●開催期間
●場　所
●参加費

9：00～16：00
現在開催中（～6月15日まで）
古民家カフェ半平
入場無料

濱中伸也　組子細工展

　四万十教科書センターでは、小学校、中学校、高等
学校で使用する教科書見本の公開展示を行います。
学校関係者はもとより、保護者や町民の皆さまに教
科書への関心を持ってもらう良い機会ですので、ぜ
ひご来場ください。
　お越しの際は、四万十町教育研究所にお声掛けく
ださい。
　また、一般の方々への閲覧・貸し出し（最長10日
間）も行っています。貸し出しの際には、本人確認のた
め身分を証明するものが必要です。
※展示会の準備・開催期間中は貸し出しができない
場合があります。

●時　間

●開催期間

●場　所

9：00～17：00
（12：00～13：00までは除く）
６月１０日（火）～６月２４ 日（火）
※土曜日・日曜日は休み
四万十町農村環境改善センター　２階　
第１会議室

教科書展示会のお知らせ

　６月は高知県の『男女共同参画推進月間』です。こ
うち男女共同参画センター「ソーレ」では、家事に注
目した講演会を開催します。講師は男の家事教室「カ
ジオス」代表の尾上元彦さん。育休取得予定の方や
家族と家事分担の話をしたい方にお勧めです。

●日　時

●場　所

●参加費
●定　員
●その他

６月２２日（日）
13：30～15：00（開場13：00）
こうち男女共同参画センター「ソーレ」
３階大会議室
無料
200名（予約優先・先着順）
託児（要予約）、手話通訳あり

男女共同参画推進月間講演会
「高知発 共育ての新時代」

（佑樹・奈央子より）

宮内

武知 史橙さん
令和6年1月5日生まれ

たけち ふみと

たくさん笑ってたくさん食べる史
橙、とってもかわいいよ！

［お問い合わせ先］
企画課　☎22-31243歳頃までのお子さまを募集しています！応募はこちらから →

お知らせ

四万十町教育研究所　☎22-３２８７

お問い合わせ先
古民家カフェ半平　☎22-2101

お問い合わせ先

イベントイベント 男女共同参画週間について お知らせ

６月２３日から２９日までは
『男女共同参画週間』です。男
性と女性が性別に関係なく、
職場・学校・地域・家庭など
で、それぞれの個性と能力を
発揮できる「男女共同参画社
会」の実現には、一人一人の
取り組みが必要です。
期間中、四万十町立図書館

では特設コーナーを設け、関
連図書の貸し出しを行っていますので、ぜひご来館く
ださい。
男女のパートナーシップについて『男女共同参画
週間』をきっかけに少し考えてみませんか？

町民課　☎22-3117お問い合わせ先

⑥2025.05.27　i　校了後 SNS の文字色調整

町の取り組みや
地域資源映像を配信
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町の取り組みや
地域資源映像を配信
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町の取り組みや
地域資源映像を配信

Instagram
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町内の飲食店や
地域の取り組みを配信
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このコーナーでは、県立窪川高校、県立四万十高校、町営塾「じゆうく。」での生徒たちの活動を月替わりで紹介します。こだわりの「技」できらりと光る四万十町の人々を紹介します。
ちょいwaza!!は随時募集中! ▼

高知県選抜の選手も輩出している「伊与喜JVBC」（黒潮町）のキャプテンを務める。
「監督もチームもみんな優しくて楽しい。アタックで点が決まった時が面白いです」。
香南市や佐川町など、さまざまな地域から通う仲間と練習に励んでいる。

子どもたちの記憶に残るパンを
子どもの頃、近所の店で食べた「地元の味」は、大人に

なっても意外と覚えているものだ。店のおんちゃん、おば
ちゃんと交わした何気ない会話も、故郷の思い出として心
に残っている。
大正地区で「ゆりパン」を営む武内百合さんは、そんな

「子どもたちの記憶に残るパンを焼きたい」と話す。自宅の
敷地に建てた3畳ほどの小さな工房で、クロワッサンや食パ
ンを作っている。
工房では製造のみを行い、店頭販売はしていない。ネッ

ト通販のほか、道の駅四万十大正や町内のカフェなどで委
託販売している。一人で作れる数には限りがあり、すぐに売
り切れてしまうことも多いという。たくさん作ろうとした時
期もあったが、「どうしても納得のいくものが出せなくて。今
は自分のこだわりが行き届く量を焼くようにしてます」。
もともとは町役場の臨時職員だった。2年ほど前、子育て

と家事を優先するため、「自宅で働けるように」と考えてパ
ン工房を始めた。パン作りは独学の趣味だったが、ママ友

や地域の人からの「お
いしいから、もっと作っ
てほしい」という声に背
中を押された。
看板商品のクロワッ

サンは、外はパリッと中
はふんわり。バターが香る食べ応えのある一品だ。生地を
仕込んでから2～3日かけて熟成させ、一つ一つ丁寧に焼き
上げる。理想の食感を出すため、小麦粉の種類や配合を変
えながら試行錯誤を重ねた。本場パリのクロワッサンを取
り寄せて食べてみたこともある。
「子どもの頃、商店街の人たちによく遊んでもらった
なぁって思い出すんです」と武内さん。大正の街並みは当時
よりも少し寂しくなったが、「今の子どもたちにも、地元で
育った良さを思い出せるような味があればいいなと思っ
て」。少しでも地域を盛り上げようと、こだわりのパン作りを
続けている。
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藤田 和笑さん 影野小学校6年
なご  みなご  み

バレーボールクラブのキャプテン！
町にはこんなwazaも

ちょい

４月10日、12名の新入生を歓迎し交流を深める「対面式」
と「部活動紹介」を行いました。部活動紹介では、ソフトボー
ル部、女子バスケット部、音楽部、ドローン部、情報処理部、
放送部が、それぞれに魅力を紹介。
ソフトボール部はキャッチボールを、バスケット部はシュー

トパフォーマンスなどを披露。中でも「わー」っと歓声が上が
ったのは、ドローン部がドローンを離陸させた時でした。
新入生にとっては、これから始まる青春の３年間への期待
が高まった時間となったようです。

４月17日、生徒会４名が企画した「仲間づくり研修」を行い
ました。最初の自己紹介の時には緊張していた１年生も、そ
の後のレクリエーションでお互いに手作りの紙飛行機を飛ば
すうちに自然と笑顔に。
雰囲気も和んできたところで校舎を飛び出し、道の駅四万
十とおわで昼食、さらには海洋堂ホビー館を満喫。1年生同
士の距離が縮まった楽しい１日となりました。

４月18日、全校生徒で「轟公園」へ遠足に行きました。各ホ
ームや学年混合のグループに分かれてのレクリエーション、
バーベキューを満喫しました。
仲間と協力しながらの火起こし体験など、小規模校ならで

はの遠足を、みんなで楽しみ、笑顔の絶えない遠足となりま
した。

青春の扉を開く！
「対面式」「部活動紹介」で高まる期待！

火起こしから始まる笑顔！
全校生徒で楽しむバーベキュー遠足

生徒会と行く、
１年生同士の仲を深める「仲間づくり研修」

青春、始動！
四万十高校４月のイベントレポート四万十高校４月のイベントレポート

６月の主な予定

3 火 中間試験

4 水 中間試験

5 木 中間試験

6 金 中間試験

7 土 模試、公務員模試（3年）
土曜補習（1年）

8 日 模試（3年）

14 土 土曜補習

22 日 簿記実務検定

26 木 期末試験発表

⑥2025.05.26　i

四万十町通信ー令和7年6月号 18



S H I M A N T O
四万十町通信 J U N E

6
2 0 2 5 . V O L . 2 3 1

2025.6月号
（毎月10日発行）

●発行／四万十町企画課　　●印刷／弘文印刷
〒786-8501　高知県高岡郡四万十町琴平町16-17  Vol.231 　（0880）22-3124

　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

四万十町通信

全ての地区を書き終えて

（4月30日）
男
女
計

世帯数

人　口 
7,100
7,641
14,741
7,907

前月比
-13
-8
-21
3

窪川地域 10,520人　　大正地域 2,031人　　十和地域 2,190人

男
女
計

出生
3
0
3

死亡
19
14
33

転入
26
26
52

転出
23
20
43

（4月中の届出）

町内
ぶら～り
散策

四万十町

町のうごき

次号から、休・廃校になった町内の小中学校を回顧
する「そこに学校があった」が始まります。
1校目は、この3月で休校となった昭和小学校です。

執筆者 大村 和志

特集

問われる高校の姿
生徒減の衝撃、「高校再編」…。
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